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第 243回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 
 

 

人との交流 〜 『宝を見つける』 〜 
 

 

2024年3月5日早朝『樋野動物園の春風のようなゴリラ� 』(目白がん哲学外来カフェ代表)の森尚子氏

から『京都の八坂神社に、先生がよく話される因幡の白兎の像がありました。』（画像）とのメール

が届いた。 大いに感動した。 筆者の故郷は、今から1312年前、712年に編纂された『古事記』に登場

する、医療の原点を教えてくれる大国主命の出雲大社(画像)から8キロほど、峠を越えて美しい日本海

に面した小さな村が、私の生まれ育った出雲市大社町鵜峠である。 隣の鷺浦地区と合わせて鵜鷺(う

さぎ)と呼ばれている。 713年に編纂が命じられたという『出雲国風土記』にも登場する歴史ある地で

ある。 

 

午後は『がん哲学外来メデイカル・カフェ＠よどばし』(画像)に赴いた。 事前に30を超える質問を頂

いた(下記は抜粋)。 大変有意義な充実した時であった。 

 

1. 便利な世の中になってもストレスは減ってないように思えます。 ストレスを増やさないよ

うにするには どうすればいいですか？ 

2. 先生は、がんを『放蕩息子』とおっしゃいます。 聖書に出てくる『放蕩息子』は、最初は

親に心配をかけ、問題を起こしますが、のちに回心して父のもとに帰ります。 様々な病を

通して気づかされることもたくさんあり、病気は、決して忌み嫌うだけのものではないと、

この『メディカル・カフェ』で教えて頂きました。 がんを『放蕩息子』という意味を 改

めて教えてください。 

3. 私は普段、職場と家庭の間を行き来しているだけです。 『宝を見つけるために外に出よう』

として SNS などを見たりしますが、なかなか『宝』は見つかりません。 やはり、生身の人

との交流が必要でしょうか。 

4. 『あいまいなものは 愛を持って語るしかない』という言葉の処方箋について。 この場合

の『愛』とは、『相手を思いやる心』と考えて良いですか。 日本の社会では『愛』という

言葉は あまり日常会話で使わないように思います。 敢えて『愛』という言葉を使うのは、

単に『思いやり』よりもっと深い、隠された意味があるのでしょうか。 
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